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The process of communication with the local people is very 
important when a student is studying abroad. Not only do they 
need language skills to communicate but also the skill to identify 
the differences in the cultural and custom background of the local 
people. When people from different cultural backgrounds are 
engaged in communication, it is widely known as cross-cultural 
communication. The success of any cross-cultural communication 
depends on producing an interaction that does not carry too much 
miscommunication between two different cultures. 

This study focused on the communication behavior of Malaysian 
students and their interaction in Japanese society. The purpose 
of this study is to identify whether cross-cultural factors caused 
communication breakdowns during the process of communication 
between Malaysian students and Japanese people (students and 
lecturers). The results showed that the more the student interacted 
in Japanese society, the less often cross-cultural communication 
breakdowns occurred. However, when taking into account the 
duration of their stay in Japan, the study suggests that there is no 
significant difference in mean scores. Perhaps an in-depth study 
should be done to look into this matter empirically.

An implication of the study calls for encouragement and guidance 
to be given to foreign students to interact as much as possible 
with Japanese people so that communication skills can be learned 
directly from the interaction.

Keywords: cross-cultural communication, communication 
breakdown, interaction, conversation, cross-cultural factors.
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１．はじめに

マレーシアのマラヤ大学には日本への留学を目的とした「日本留学特

別コース」が設けられている。このコースに属する留学生（以下、マ

レーシア人留学生とする）には、毎年留年をする者が多く、その原因は

日本語能力の低さにあると聞く。しかし、日本留学特別コースでは、留

学生活を支障なく送ることができるような日本語を習得するための２年

のカリキュラムが組まれており、日本語能力だけが問題であるとは考え

にくい。そこで考えられるのは文化的な要因である。異なる文化を持つ

人とコミュニケーションをとる際には異文化の理解力が必要とされるこ

とから、日本の文化的な特徴に気づくかどうかが留学生活の成功の鍵に

なるのではないかと考える。

マレーシア人留学生は、どれだけ日本文化のニュアンスに気づき、日

本人（学生や先生）とコミュニケーションをとる時にそれらを意識して

いるのだろうか。日本の文化的な価値観を知り、衝突しないように配慮

することによって、友人や先生との連絡もスムーズになるだろう。また、

コミュニケーションの機会が多ければ、日本語の知識や運用能力が向上

し、日本の文化や習慣への理解も深くなるだろう。

本稿では、異文化間コミュニケーションにおいて、日本文化に関連し

たトピックを用いたコミュニケーション頻度の違いと、サールの言語

行為の分類（Searle’s Classification of Speech Acts）別にコミュニケー

ション・ブレークダウンが生起する割合をみることにより、異文化コ

ミュニケーションの能力に影響を与える要因を探った。仮説としては、

マレーシア人留学生のコミュニケーション・ブレークダウンの原因は、

日本人とのコミュニケーション頻度の低さにある、と考える。
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２．先行研究

言語行動では、話し手の語っている言葉には表と裏の意味があり、コ

ミュニケーションを効果的に行うためには、それらを明確に区別しなけ

ればならない。なぜなら、語っている内容が実は表の意味から別の意味

に逸れてしまうことがあるからである。例えば比喩のように、話し手は

表の意味とは異なる意味を示そうとしているが、聞き手は話し手の本当

の意思が分からない場合がある（John R. Searle, 1981:117）。聞き手が

表の意味を受け取った結果、コミュニケーション・ブレークダウンが起

こるのである。このような現象は、異文化間のコミュニケーションの場

合、さらに複雑な要因が絡み、ブレークダウンが生起しやすくなること

が考えられる。

人間のコミュニケーションは親しさの程度によって異なる。例えば、

よく知っている人または同じ文化の人と話す場合には自信を持って話す

ことができるので、話の内容の予想や反応がしやすい。一方、あまり親

しくない人または異なる文化の人とコミュニケーションをとる時には予

想や反応が難しくなる。外国人はその国の規範、文化、習慣などに関し

てあまり詳細な情報を持っていないため、当該国の人と話していても内

容がスムーズに伝わりにくいことが考えられる。逆に当該国の人も外国

人の信仰、興味、行動に関する詳細な情報がないため（Tanya Glaser 

in Gudykunst & Young, 1995; James W. Neuliep, 2006: 28） 、コミュニ

ケーションが曖昧になり、相互に伝達していることの解釈がずれてくる

可能性がある。このように双方の文化的な情報が不足していることなど、

なんらかの原因でコミュニケーションが成立しなくなる現象を「コミュ

ニケーション・ブレークダウン」と言う。

文化とコミュニケーションの関連は複雑であり、文化とコミュニケー

ションは関連があってお互いに働くと仮定する説もある（Thomas K. 
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Nakayama & Judith N. Martin, 2010: 95） 。外国人とのコミュニケー

ションを円滑に行う為には、その外国人の持つ文化的側面の特徴に注意

しなければならない。前述のように、異文化間のコミュニケーションで

は、話の内容の予想や反応がしにくいことから、相互の理解が不確実な

ものになりやすい。それを避けるためには、その外国人の情報に対する

正確さや予想のレベルを高くしなければならない。一般に、相手の情報

を集める方法は３つある。①受動的にその人（外国人）を観察する　②

能動的にその人（外国人）の友人や本から情報を得る　③最後に、や

りとりをしたり、質問をしたりして、直接その人（外国人）から情報

をもらう（Tanya Glaser in Gudykunst & Young, 1995）。そうすること

によって、特定の社会の人々は、正しいだけでなく、社会文化的文脈

で適切な方法でコミュニケーションをとることができる（Iffat Farah in 

Hornberger & Corson, 1997:125）。

外国人が現地の人とコミュニケーションをとるとき、コミュニケー

ション・ブレークダウンが生じるのは、異文化を背景とした談話の規範

に熟達していないことが原因だと考えられる。多くの外国人は日本人と

会話をするときに自文化の会話規則を用いやすいため、日本人側の理解

が困難になり、コミュニケーションが途切れてしまうのではないだろう

か。このように、言語学習者がL ２で話す際にL １のコミュニケーショ

ン・ストラテジーを用いる現象を「プラグマティック・トランスファー

（pragmatic transfer）」という（Yamagashira,2001:259）。本研究の対象

者にとってプラグマティック・トランスファーが起こる場合とは、L ２

（日本語）を話す際に、L １（マレー語）のコミュニカティブ・ストラ

テジー（communicative strategy）を用いることである。日本の生活に

慣れていない外国人が日本人との会話においてプラグマティック・トラ

ンスファー等を原因とした失敗が続くと、自信がなくなり、社会的・心
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理的に孤立する可能性がある。そのため、日本で生活する前に日本の文

化や習慣を学ぶ必要がある。

３．研究課題

本研究の課題は以下の通りである。

１．マレーシア人留学生２、３、４年生のコミュニケーション頻度の

比較検討

２．日本人との異文化コミュニケーションをとるとき、マレーシア人

留学生のコミュニケーション・ブレークダウンがどの程度生起す

るかを明らかにすること

４．調査対象者

マレーシア政府人事院の奨学金プログラムである日本留学特別コー

スでは、中等教育終了資格試験（Sijil Pelajaran　Malaysia：SPM）で

高得点をとった優秀な学生を全国から募集する。選抜された学生はマ

ラヤ大学内にある予備教育コース（Ambang Asuhan Jepun:AAJ）で２

年間日本語と教科（数学、物理、化学）と英語を勉強する。２年間の

後、日本留学試験（Examination for Japanese University admission for 

International Students：EJU）に合格した学生は、日本の国立大学（理

工学部をはじめとする自然科学系の学部中心）に留学ができるのである。

来日した学生は日本の大学で４年間を過ごす。留学期間の学業生活状

態を把握し、状況に応じて支援する役割を担うのは、駐日マレーシア大

使館の担当官である。マレーシア大使館は毎月の奨学金の振込み、学生

の学習状況のチェック（単位取得状況のみ）、各大学の訪問などを実施

している。

毎年、新しい留学生は３月の下旬に日本へ行く。一般的に、後輩（新
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１年生）は国立大学にいる先輩たちのところに行くのが普通である。彼

らは国費留学生なので、奨学金をもらって生活する。１年生は日本に来

たばかりで、日本人とのコミュニケーションという活動がまだ少ないた

め、アンケートの対象学生は２、３、４年生とした。２～４年生は在日

期間が２～４年目となり、日本人とのコミュニケーション経験が蓄積さ

れていると思われることから、日本での会話における文化的要因をある

程度理解していると考えられる。

５．問題の作成

アンケートの内容は２つである。文化関連項目別の日本人とのコミュ

ニケーション頻度、学生が日本人とコミュニケーションをとる際に生起

するコミュニケーション・ブレークダウン、である。

文化関連の項目に関して選ばれた文化的な要因は、日本語、料理・

食べ物、アルバイト、旅行、アニメ・漫画、季節、スポーツ・ファッ

ション、音楽・踊り、 交通機関、祭り・フェスティバルである。学生に、

「あなたは○○（「日本語」など前述の項目）について、日本人とどのぐ

らいコミュニケーションがあるか。」のように質問した。そして、5段階

のリッカート尺度（5 points Likert Scale）（①とても多い、②多い、③

どちらともいえない、④あるけど少ない、⑤あまりない）を使って、コ

ミュニケーションの頻度を測定する。

コミュニケーション・ブレークダウンの生起に関する質問は全て

Yamuna Kachru DCT（Discourse Completion Task）のアンケートを

参考にしており、それらの質問はサールの言語行為に基づいて作られた

ものである。サールの言語行為による三つの答え（a,b,c）を挙げて、学

生に選ばせる。それぞれの場面は、正解の選択肢と、この場面では不適

切だが学習者が産出しがちな誤用を含んだ２つの選択肢が用意されてい

日本におけるマレーシア人留学生の文化的要因による
コミュニケーション・ブレークダウン



－90－

る。もしその三つの答えが全て適当ではないと思ったら、自分の答え

（d）を自由に書かせる。そして、適切な対応ができていれば、そのコ

ミュニケーションが成功したと考え、できていない場合はコミュニケー

ション・ブレークダウンと解釈する。

サールの言語行為は５つに分類される。それは、①話者が命題が真

であることを主張する言語行為（assertives）、②相手に何らかの行動を

とらせる言語行為（要求、命令、助言など。directives）、③話者が将来

の行動を約束する言語行為（約束、誓いなど。commissives）、④ある

提案・命題に対する話者の態度や感情を表現する言語行為（祝辞、謝

罪、感謝など。expressive）、⑤何らかの宣言を現実化する言語行為（洗

礼、判決、結婚式での聖職者など。declaratives）である。本研究では、

このうち⑤を除いた①から④までを取り上げた。それぞれの行為につ

いて、学生同士、または学生と先生との会話場面を設定した。設問１・

２をdirectivesの場面（依頼・勧誘）、設問３・４をexpressivesの場面

（断り・謝罪）、設問５・６をassertivesの場面（提案）、設問７・８を

commissivesの場面（約束・期待）とし、８つの場面を設定した。

６．調査方法

この研究はオンライン・アンケートの方法を用いた。オンライン・ア

ンケートは、コンピュータのウェブサイト上に作成したアンケートに回

答してもらう形式のアンケートである。このアンケートは３つのセク

ション、すなわち①学生の個人情報、②コミュニケーションの頻度、③

コミュニケーション・ブレークダウン、に分かれている。調査期間は

2011年６月１日から31日までの約１カ月であった。学生は学生名簿か

らランダムに選定し、170名にメールを配信した。そのうち、75名（２、

３、４年生各25名）から回答を得た。
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７．結果と考察

セクション①の項目は学年と性別であり、ここは分析の補助的な項目

とした。

図１はセクション②の結果、つまりマレーシア人留学生の日本人との

コミュニケーション頻度を表したものである。学年別にみると、２、３

年生は「あるけど少ない」が最も多く、４年生は「多い」と「あるけど

少ない」がほぼ同程度である。また、３年生の方で「あまりない」の比

率が最も高い。

次に、５つの分類をコミュニケーションが多いグループ（「とても多

い」＋「多い」）と少ないグループ（「あるけど少ない」＋「あまりな

い」）と「どちらともいえない」の３つに分類して考察する。２年生と

３年生は「多いグループ」が31％であるのに対し、４年生は42％と11％

高い。一方、「少ないグループ」は２年生と４年生が同程度（53％と

51％）で３年生が61％と８～ 10％多い。

図１　日本人とのコミュニケーション頻度の割合
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全体の平均値をみると、「多いグループ」より「少ないグループ」の

方が多く、マレーシア人留学生は日本人とのコミュニケーションの頻度

があまり高くないことが分かった。また、２年生で「どちらともいえな

い」の割合が高いのは、来日後あまり時間が経っていないことから、日

本人とのコミュニケーションに対する意識がまだ低いことが理由ではな

いかと考えられる。

次にセクション③を分析、考察する。表２はサールの言語行為の分類

に従って作成した４つの機能（８つの場面）における対応を答えさせた

結果である。網掛けの記号が正解である。

学年 とても多い
＋多い どちらともいえない あるけど少ない

＋あまりない
2 31% 16% 53%
3 31% 　8% 61%
4 42% 　7% 51%

平均 35％ 10％ 55％

表１　学年別日本人とのコミュニケーションの頻度（３分類）

問 1 2 3 4
答 a b c d a b c ｄ a b c d a b c d
2年 0 15 10 11 14 0 1 21 3 18 6 1
3年 2 18 5 9 16 0 2 3 20 2 2 21 2 2 3
4年 2 18 5 1 11 14 0 2 5 16 4 3 17 2 6 1

問 5 6 7 8
答 a b c d a b c ｄ a b c d a b c d
2年 0 13 12 15 10 0 19 6 0 13 9 3
3年 1 15 9 2 14 11 0 3 18 3 4 15 6 4
4年 0 15 19 11 13 1 2 19 2 4 1 14 10 11 2

表２　学年別場面別の解答の選択人数

単位（人）

※網掛けは正解を示す
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図２からわかるように、２年生は62％が正解し、38％が不正解であっ

た。すなわち、62％のコミュニケーションが成功し、38％が失敗、つま

りコミュニケーション・ブレークダウンが起こると言える。同様に、３

年生は65％が正解し、35％が不正解、４年生は61％が正解し、39％が不

正解であった。分散分析を行って、学年間で比較したところ、統計的な

差は見られなかった。

以上の結果と考察から、コミュニケーションの頻度はそれほど高くな

かったが、コミュニケーションの成功率はいずれの学年においても60％

を超えており、文化的な話題を扱ったコミュニケーションの頻度が低い

ために異文化理解度が低く、コミュニケーションの成功率が低いのでは

ないかという推測はあてはまらないことが明らかになった。

コミュニケーション頻度とコミュニケーションの成功率の関係を調べ

図２　学年別コミュニケーション正解・不正解の割合

表３　コミュニケーション・ブレークダウンの割合

学年 コミュニケーション成功 コミュニケーション失敗
（ブレークダウン）

2 62％ 38％
3 65％ 35％
4 61％ 39％

平均 63％ 37％
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るために相関係数の算出と単回帰分析を行った。全体と学年ごとに相関

係数を算出したところ、全体と２年生、３年生ではほとんど相関がみら

れなかったが、４年生で弱い相関がみられた（ r  = .36）。すなわち、４

年生ではコミュニケーション頻度が高い留学生は、コミュニケーション

の成功率も高く、頻度が低い留学生は成功率も低いという傾向がみられ

た。次に、全体と学年ごとに単回帰分析を行った結果、いずれにおいて

も有意な結果は得られなかった。すなわち、コミュニケーションの経験

を積むことが直接コミュニケーションをスムーズに成功させることには

つながらないことが示された。

単回帰分析の結果から、日本人と文化に関わる話題でのコミュニケー

ション頻度を増やすことで、コミュニケーションが成功するようになる

とは言えないことが分かったが、４年生で弱い相関がでていることから、

日本での滞在が長期化することにより、他の何らかの日本語経験や知識

によって、コミュニケーション頻度が高い場合にコミュニケーションに

成功しやすいことが示唆されたといえる。

８．まとめと今後の課題

本研究で取り上げた文化的な話題について日本人と話すかどうかは、

コミュニケーションの成功率との関連が少ないようである。また、４つ

の談話機能（８つの場面）に対する解答は、学年を問わず６割以上の正

解率、つまりコミュニケーション・ブレークダウンの生起は４割未満で

あったが、紙面で時間を掛けて解答する方法を採ったため、実際に日本

人と会話を行う時に全く同じような対応が出来るかどうかについては検

討の余地がある。彼らは日本語の学習で得た知識や経験により、正しい

対応の仕方については分かっているが、実際に使えるかどうかを明らか

にするためには更なる調査が待たれる。また、コミュニケーション・ブ
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レークダウンの原因が日本文化の理解不足によるものか、語用に関する

理解不足によるものかの検討が本稿では十分にできなかった。マレーシ

ア人留学生のコミュニケーション成功のために、今後、どのような文化

的知識が必要かを更に検討する必要があるだろう。
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Appendix

アンケート

１．あなたは日本人（学生と先生）に下に書いてあるトピックについて、

どのぐらいコミュニケーションをするか。

　　１～５まで１つまるをつけてください。

　（１：とても多い　２：多い　３：どちらとも言えない

　４：あるけど少ない　５：あまりない）

１．日本語 １ ２ ３ ４ ５

２．食べ物・料理 １ ２ ３ ４ ５

３．アルバイト １ ２ ３ ４ ５

４．旅行 １ ２ ３ ４ ５

５．マンガ・アニメ １ ２ ３ ４ ５

６．季節 １ ２ ３ ４ ５

７．スポーツ・ファッション １ ２ ３ ４ ５

８．音楽・踊り １ ２ ３ ４ ５

９．交通機関 １ ２ ３ ４ ５

10．祭り・フェスティバル １ ２ ３ ４ ５

２．場面

（Directive-requesting-依頼・勧誘）（１．学生）（２．先生）

１．今日の授業はあまりわかりませんでした。先生によると、今回の試

験に関しては今日の授業はとても重要だそうです。親しい日本人

の友達も同様にわかりませんでした。しかし、あまり親しくない

日本人のクラスメイトはとても得意なので、彼に教えてもらいた

日本におけるマレーシア人留学生の文化的要因による
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いと思っています。彼に何と言いますか。

ａ．今日の授業はあまりわからなかったので、私を教えてください。

ｂ．今日の授業はあまりわからなかったので、私に教えてもらえません

　　か。（ｏ）

ｃ．今日の授業はあまりわからなかったので、私が教えられますか。

ｄ．（自由記述）

２．あなたのお世話になった先生のおかげで、勉強のほうが順調に進ん

でいます。あなたはその先生に感謝の気持ちを表すために、今週

の金曜日に昼ごはんをごちそうしたいと思っています。先生に何

と言いますか。

ａ．先生、今週金曜日、昼食でもどうですか。（o）

ｂ．先生、今週金曜日、昼飯でも行きませんか。

ｃ．先生、今週金曜日、昼食でも食べますか。

ｄ．（自由記述）

（Expressives-apolozing-断り・謝罪）　（３．学生）（４．先生）

３．来週、日本人のクラスメイトがあなたの親しい日本人の友達のため

に誕生日パーティーをします。ある高級なレストランでする予定

です。参加する人は１万円も払わなければなりません。あなたは

その大金を払うのが難しいので出席しません。その親しい友達に

何と言いますか。

ａ．あのう、来週のパーティーは出席できないから、また今度しましょう。
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ｂ．あのう、来週のパーティーは出席できないですが…。すみません。

　　（ｏ）

ｃ．あのう、来週のパーティーは出席できないのは参加費が高いです。

ｄ．（自由記述）

４．携帯電話にあなたの先生から電話がありましたが、あなたは電車に

乗っていて、その電話に出られませんでした。あなたは電車を降

りた後で先生に電話がかけられました。先生に何と言いますか。

ａ．返事が遅れて、どうもすみません。（o）

ｂ．返事が遅れて、どうか許してください。

ｃ．返事が遅れて、電車に乗っていたからです。

ｄ．（自由記述）

（Assertives-suggesting-提案）　（５．学生）　（６．学生）

５．日本人の友達がマレーシアへ旅行をしたいと言っています。マレー

シアの観光地のパンフレットを幾つかあなたに見せました。時間

は週末だけです。友達におすすめの場所について意見を聞かれま

した。友達に何と言いますか。

ａ．買い物なら、ペナンへ行かなければなりません。

ｂ．買い物なら、クアラルンプールの方がいいと思います。（ｏ）

ｃ．買い物なら、ランカウイ島はだめですね。

ｄ．（自由記述）

日本におけるマレーシア人留学生の文化的要因による
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６．学校の授業でグループに分かれてプロジェクトワークをすることに

なりました。それぞれのグループは週一回プロジェクトの検討を

しなければなりません。グループのリーダーはあなたに、「何曜日

がいいですか。」と聞きました。あなたは金曜日を希望しています。

グループのリーダーに何と言いますか。

ａ．金曜日はいいと思います。（ｏ）

ｂ．金曜日なら助かりますよ。

ｃ．金曜日にしてください。

ｄ．（自由記述）

（Commisive-promising-約束・期待）　（７．先生）（８．先生）

７．あなたは大学院に進学したいです。しかし成績があまりよくないか

ら先生は推薦状を出さないと言いました。しかし、どうしても進

学したいので、もう一度先生のところへ考え直してもらいに行き

ました。あなたは頑張ることを約束する言葉を先生に言いたいと

思っています。先生に何と言いますか。

ａ．もし進学ができたら、必ずいい結果を先生に見せます。（o）

ｂ．もし進学ができたら、先生のゼミに入れてもらえませんか。

ｃ．もし進学ができたら、先生の専門を研究したいです。

ｄ．（自由記述）

８．あなたの先生は工学部のセミナーにメイン・スピーカー（Keynote 

Speaker）として招待されました。あなたは先生をとても尊敬して

いますのでそのセミナーに出席することに決めました。あなたは
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セミナーに出席したいとおもっています。先生に何と言いますか。

ａ．先生のセミナーに出席することを楽しみにしています。（o）

ｂ．先生のセミナーに出席することは勉強になります。

ｃ．先生のセミナーに出席することがうれしく感じました。

ｄ．（自由記述）

①項目別・学年別のコミュニケーション頻度

表１　２年生のコミュニケーションの頻度の度数と割合

文化要因 とても多い 多い どちらとも
言えない

あるけど
少ない あまりない

日本語 0（0.0） 6（24.0） 6（24.0） 12（48.0） 1（4.0）
食べ物・料理 4（16.7） 5（20.8） 3（12.5） 9（37.5） 3（12.5）
アルバイト 0（0.0） 3（12.0） 2（8.0） 8（32.0） 12（48.0）

旅行 1（4.0） 8（32.0） 4（16.0） 9（36.0） 3（12.0）
マンガ・アニメ 1（4.0） 3（12.0） 1（4.0） 9（36.0） 11（44.0）

季節 2（8.0） 13（52.0） 5（20.0） 2（8.0） 3（12.0）
スポーツ・

ファッション 1（4.0） 4（16.0） 4（16.0） 8（32.0） 8（32.0）

音楽・踊り 1（4.0） 7（28.0） 2（8.0） 12（48.0） 3（12.0）
交通機関 2（8.0） 7（28.0） 8（32.0） 4（16.0） 4（16.0）
祭り・

フェスティバル 3（10.7） 7（25.0） 5（17.9） 7（25.0） 6（21.4）

全体 15（6.0） 63（25.0） 40（15.9） 80（31.7） 54（21.4）

※括弧内は割合。太字・下線の数字は最も高い数値
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表２　３年生のコミュニケーションの頻度の度数と割合

文化要因 とても多い 多い どちらとも
言えない

あるけど
少ない あまりない

日本語 1（4.3） 2（8.7） 5（21.7） 11（47.8） 4（17.4）
食べ物・料理 3（12.0） 6（24.0） 4（16.0） 7（47.8） 5（20.0）
アルバイト 1（4.0） 3（12.0） 2（8.0） 9（36.0） 10（40.0）

旅行 1（4.0） 10（40.0） 1（4.0） 9（36.0） 4（16.0）
マンガ・アニメ 1（4.0） 5（20.0） 0（0.0） 9（36.0） 10（40.0）

季節 3（12.0） 10（40.0） 1（4.0） 7（28.0） 4（16.0）
スポーツ・

ファッション 0（0.0） 6（24.0） 2（8.0） 8（32.0） 9（36.0）

音楽・踊り 1（4.0） 6（24.0） 1（4.0） 5（20.0） 12（48.0）
交通機関 4（16.0） 3（12.0） 2（8.0） 10（40.0） 6（24.0）
祭り・

フェスティバル 2（8.0） 8（32.0） 2（8.0） 7（28.0） 6（24.0）

全体 17（6.9） 59（23.8） 20（8.1） 82（33.1） 70（28.2）

※括弧内は割合。太字・下線の数字は最も高い数値

表３　４年生のコミュニケーションの頻度の度数と割合

文化要因 とても多い 多い どちらとも
言えない

あるけど
少ない あまりない

日本語 1（4.0） 10（40.0） 2（8.0） 9（36.0） 3（12.0）
食べ物・料理 2（8.0） 8（32.0） 0（0.0） 9（36.0） 6（24.0）
アルバイト 2（8.0） 7（28.0） 0（0.0） 7（28.0） 9（36.0）

旅行 3（12.0） 10（40.0） 2（8.0） 8（32.0） 2（8.0）
マンガ・アニメ 3（12.0） 2（8.0） 2（8.0） 9（36.0） 9（36.0）

季節 6（24.0） 10（40.0） 3（12.0） 6（24.0） 0（0.0）
スポーツ・

ファッション 2（8.0） 7（28.0） 2（8.0） 5（20.0） 9（36.0）

音楽・踊り 1（4.0） 8（32.0） 1（4.0） 8（32.0） 7（28.0）
交通機関 2（8.0） 8（32.0） 4（16.0） 8（32.0） 3（12.0）
祭り・

フェスティバル 4（16.0） 9（36.0） 2（8.0） 8（32.0） 2（8.0）

全体 26（10.4） 79（31.7） 16（6.4） 77（30.9） 51（20.5）

※括弧内は割合。太字・下線の数字は最も高い数値
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②学年別の解答の割合

図１　２年生の割合
※○は正解の記号

図２　３年生の割合
※○は正解の記号
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図３　４年生の割合
※○は正解の記号
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